





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































る」は用いられなくなってい 。 がって、「スワル」意味の「 わる」が成立・定着したのは、江戸後期（十八世紀後半）ごろのことであると結論づけることができる。その過程と は、「ゐる」が存在動詞として定着す につれて、もともと「膳」「船」など 人間以外のもを主語としていた「すわる」 用法を拡げ、江戸中期（十八世紀初期）ごろに人間を主語と るようになり、江戸後期ごろには「スワル 意味
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を表す用法があることとも、何か関係があるかもし ない。他動詞の受け身用法は意味的に自動詞に近い ということ 。13、
「
天草版金句集
」
の用例は
、
金田
（
一九六九
）
による
。
原文は横書
きで 句読点はカンマ（，）とピリオド（．）を用いる。14、
「
虎明本狂言集
」
の用例は
、
池田
、
北原
（
一九七二
）
による
。
用例
の検索には北原
、
小川
（
一九八二
）
による
。
ただし読みやすさのため
、
私に表記を改めた箇所がある。
（引用・参考文献）
※
発表年順
・土井忠生（一九五五 『ロドリゲス
日本大文典』三省堂
・小高敏郎（一九六六）『江戸笑話集』岩波日本古典文学大系、岩波書
店に所収の同氏による解説
・金田弘（一九六九）『天草版金句集本文及索引』白帝社・池田廣司、北原保雄（一九七二）『大蔵
虎明本狂言集の研究
本文篇
上
』表現社
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・土井忠生、森田武、長南実（一九八〇）『邦訳日葡辞書』岩波書店・北原保雄、小川栄一（一九八二）『大蔵虎明本狂言集総索引３聟類・
山伏類』武蔵野書院
・川本栄一郎（一九八三）「すわる（坐る 」（佐藤喜代治編『講座日
本語の語彙』第十巻「語誌
Ⅱ
」、明治書院に所収）
・鈴木棠三（一九八六）『醒睡笑
上・下』岩波文庫、岩波書店
・武藤禎夫（一九八七ａ）『元禄期
軽口本集
近世笑話集（上）』岩
波文庫、岩波書店
・武藤禎夫（一九八七ｂ）『安永期
小咄本集
近世笑話集（中）』岩
波文庫、岩波書店
・武藤禎夫（一九八八）『化政期
落語本集
近世笑話集（下）』岩波
文庫、岩 書店
・
鈴木泰
（
一九九〇
）
「
自動詞と他動詞
」
（
別冊國文學
№
38『
古典文法
必携』學燈社に所収）
・岡野幸夫（一九九二）「平安時代和文における「～ゐる（居 」に関
する一考察」（『山口国文』第十五号）
・
柳井滋
、
室伏信助
、
大朝雄二
、
鈴木日出男
、
藤井貞和
、
今西祐一郎
（
一
九九三～一九九七）『源氏物語
一～五』新日本古典文学大系、岩波
書店
・久保田淳、平田喜信（一九九四）『後拾遺和歌集』新日本古典文学大
系、岩波
・久保田淳（一九九五）『八代集総索引』新日本古典文学大系別巻、岩
波書店
・
岡野幸夫
（
一九九五
）「
平安
・
鎌倉時代における
「
動詞＋テ＋ヰル
（
居
）」
の意味について」（『鎌倉時代語研究』第十八輯）
・柳井滋、室伏信助、鈴木日出男、藤井貞和、今西祐一郎（一九九九）
『源氏物語索引』新日本古典文学大系別巻、岩波書店※
当該文献を補完する小冊子
「
源氏物語索引
追補一覧
」
も参照した
。
・内山弘（一九九八）『天正狂言本
本文・総索引・研究』笠間書院
・金水敏（二〇〇六）『日本語存在表現の歴史』ひつじ書房・宮尾興男（二〇一六）『きのふはけふの物語
全訳注』講談社学術文
庫、講談社
